
生涯学習情報紙 

●
生
涯
学
習
と
は
、
生
き
が
い
の
あ
る
充
実
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
自
由
に
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
で
す
。
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・生きがい探しのパートナー 192004・10

　
久
保
田
さ
ん
は
、
多
く

の
方
に
森
林
（
自
然
）
に

つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て

も
ら
い
た
い
と
森
林
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
資
格

を
取
得
し
ま
し
た
。 

　
入
間
市
の
「
自
然
か
ん
さ
つ
会
」
の
講
師
を
始
め

て
八
年
目
に
な
り
ま
す
。 

　
久
保
田
さ
ん
は
、
石
垣
島
や
西
表
島
の
動
植
物

を
ま
と
め
た
紀
行
文
「
八
重
山
諸
島
旅
日
記
」
を
今

年
九
月
に
出
版
し
ま
し
た
。
楽
し
く
充
実
し
た
毎

日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。 

　
昭
和
五
十
九
年
発
足
。
ミ
ス
ダ
ン
ス
ド
リ
ル
日

本
大
会
に
六
年
連
続
出
場
。
昨
年
は
世
界
（
米
遠
征
）

を
舞
台
に
活
躍
し
ま
し
た
。
三
月
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ズ
大
会
で
は
、
全
米
選
手
権
で
優
勝
し
た
厚
木
高

校
と
の
激
闘
の
末
、
一
／
四
〇
〇
点
の
僅
差
で
準

優
勝
。
各
大
会
で
は
優
勝
三
回
、
準
優
勝
十
回
を

数
え
、
八
月
の
ミ
ス
ダ
ン
ス
ド
リ
ル
世
界
大
会
（
代
々

木
体
育
館
）
で
も
三
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。 

　
大
会
出
場
者
は
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
選
抜
さ
れ

ま
す
。
「
持
久
走
、
筋
ト
レ
を
終
え
て
か
ら
の
衣
装

作
り
が
一
番
き
つ
い
！
で
も
、
踊
る
こ
と
が
大
好
き
。
」

と
部
員
。
厳
し
い
練
習
の
中
で
も
、
部
員
六
十
二

名
の
元
気
で
さ
わ
や
か
な
笑
顔
は
絶
え
ま
せ
ん
。 

■
ソ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
・
応
援
活
動
か
ら
発
展
し
た
団
体
ダ
ン
ス
競
技
で
す
。 

「
自
然
か
ん
さ
つ
会
」
で
の
久
保
田
さ
ん 

■森林インストラクターとは、森林を利用する
一般の者に対して、森林や林業に関する知識を
与え、森林の案内や森林内での野外活動を行う
者です。資格者は、協会登録により称号が付与
されるものです。 

↑コスチューム
を着て大会に臨
む部員の皆さん 

←練習後の笑顔 

　夢中になってできること、なにかの役に立てること、個性が発揮できること… 
自分のやりたいことに出会った人。コツコツひとりで　ワイワイみんなで　楽し
く元気に『学ぶ』人。いろんな人の熱い思いが入間の町でかがやきます。 

自然を求めて…。森林の案内人 

森林インストラクターの久保田鷹光さん 

入間から世界トップチームに…。 
　　　呼吸を合わせて華麗に舞う  
～県立入間向陽高校ソングリーダー部～ 

特集　　ひとりも楽し集うも楽し 



2

●
好
奇
心
い
っ
ぱ
い
で
人
生
を
楽
し
む 

　
名
刺
の
裏
に
は
た
く
さ
ん
の
肩
書
が
並
ん
で
い

ま
す
。
ど
れ
も
面
白
く
楽
し
い
も
の
ば
か
り
。
名

刺
作
り
は
お
手
の
物
の
印
刷
屋
さ
ん
だ
け
に
、
肩

書
は
更
新
さ
れ
て
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
き
ま
す
。 

　
面
白
い
こ
と
大
好
き
、
人
も
好
き
…
そ
の
結
果
、

人
の
輪
も
広
が
っ
て
「
家
族
は
巻
き
込
ま
れ
て
大

変
な
ん
で
す
よ
。
」
と
い
う
奥
さ
ん
の
声
も
聞
か
れ

ま
す
。 

　
「
好
奇
心
を
持
っ
て
真
剣
に
取
り
組
む
こ
と
が

学
び
の
原
点
」
と
語
る
島
崎
さ
ん
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
、
そ
ん
な
活
動
の
軌
跡
が
楽
し
く
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　w

w
w

.ictv.ne.jp/ ~insatsu/

●
お
や
じ
の
背
中
が
教
え
る
も
の
は
、 

　
必
ず
子
供
に
伝
わ
る
と
…
。 

　
「
パ
パ
の
力
の
見
せ
ど
こ
ろ
！
」
を
テ
ー
マ
に

学
校
を
通
し
て
子
供
た
ち
と
の
接
触
を
大
切
に
し

よ
う
と
父
親
た
ち
が
集
い
、
平
成
六
年
に
「
北
父
会
」

が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
中
心

の
「
お
や
じ
の
会
祭
」
、学
校
ま
わ
り
の
緑
化
・
整

備
作
業
、
交
通
安
全
標
識
作
り
、
ベ
ル
マ
ー
ク
の

回
収
箱
作
成
、
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
、
父
親
の
得
意

分
野
で
活
動
し
て
い
ま
す
。 

　
「
子
育
て
を
肴
に
、
父
親
の
立
場
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
会
の
発
展
が
地

域
づ
く
り
に
も
繋
が
る
は
ず
で
す
。
」
と
会
長
の
山

中
厚
さ
ん
。
会
の
一
層
の
充
実
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

●
入
間
と
世
界
の
架
け
橋
に
… 

　
平
成
四
年
、
外
国
か
ら
就
業
者
が
増
え
た
時
期
、

入
間
市
で
は
外
国
人
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
し
た
。

協
会
会
員
約
八
百
名
の
中
か
ら
市
民
ス
タ
ッ
フ
が

組
織
さ
れ
、
多
様
な
国
際
交
流
活
動
を
行
政
と
協

力
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
協
会
理
事
・
窓
口
相
談
員
の
中
林
さ
ん
は
米
国

の
大
学
院
留
学
中
に
感
じ
た
外
国
暮
ら
し
の
不
安

や
戸
惑
い
の
体
験
を
生
か
し
、
外
国
の
人
た
ち
に

日
本
の
習
慣
・
制
度
等
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

心
を
砕
い
て
い
ま
す
。
市
民
ス
タ
ッ
フ
の
一
人
と

し
て
、
万
燈
ま
つ
り
の
「
世
界
の
と
も
だ
ち
広
場
」

を
は
じ
め
、
様
々
な
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
で
相
互
交

流
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。 

●
日
常
生
活
に
は
か
な
ら
ず
カ
メ
ラ 

　
小
林
さ
ん
は
、
入
間
市
の
中
で
も
自
然
豊
か
な

武
蔵
野
音
大
の
環
境
保
全
の
仕
事
に
就
い
て
い
ま

す
。
そ
の
素
晴
ら
し
い
環
境
の
中
で
多
く
の
写
真

作
品
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
ア
オ
サ
ギ
、
ウ
ソ
、
ム

サ
サ
ビ
な
ど
を
撮
っ
た
貴
重
な
作
品
は
「
広
報
い

る
ま
」
の
表
紙
を
飾
り
ま
し
た
。
ま
た
、
年
に
数

回
の
発
表
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

　
今
年
は
、
初
春
か
ら
夏
に
か
け
て
、
桜
山
展
望

台
に
展
示
す
る
た
め
の
パ
ノ
ラ
マ
写
真
を
撮
影
し

ま
し
た
。 

　
ま
た
、「
な
ぎ
な
た
国
体
」
広
報
の
実
行
委
員
と

し
て
、
写
真
連
盟
の
人
達
と
の
写
真
取
材
を
し
ま

し
た
。 

カメラと共に３０年 
入間市写真連盟会長　　小林五郎さん 

真剣に学ぶことが遊ぶこと 
島崎吏さん 

国際交流に一役 
入間市国際交流協会　市民スタッフ　中林敦子さん 

入間市立藤沢北小学校　おやじの会 

「北父会」 
ほっぷかい 

珍
し
い
ム
サ
サ
ビ
の
シ
ョ
ッ
ト 

肩
書
き
が
ズ
ラ
リ 

手
作
り
の
看
板 

万
燈
ま
つ
り
に
て 

ペンキ塗りを終えて 

特集　ひとりも楽し集うも楽し 

▽
焚
き
火
文
化
を
考
え
る
市
民
会
議
代
表 

▽
暖
炉
愛
好
会
事
務
局
長 

▽
峠
で
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
会
会
長 

▽
幻
の
山
菜
を
食
す
会
実
行
委
員
長 

▽
四
万
十
川
源
流
マ
ム
シ
捕
獲
隊
隊
長 

▽
天
然
マ
イ
タ
ケ
酒
を
味
わ
う
会
相
談
役 

▽
ク
ロ
モ
ジ
友
の
会
発
起
人
代
表 

▽
一
級
自
然
薯
掘
り
師 

▽
小
泉
武
夫
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
勝
手
会
員 

▽
山
で
ク
サ
ヤ
を
食
べ
る
会
実
践
隊
長 

▽
か
じ
か
酒
愛
飲
会
相
談
役 

▽
外
釜
会
技
術
部
長 

▽
語
尾
上
げ
言
葉
撲
滅
委
員
会
委
員 

▽
祝
儀
に
花
火
を
挙
げ
る
会
顧
問 

▽
山
で
オ
カ
リ
ナ
会
会
友 

▽
山
葵
・
梅
・
ユ
ズ
・
キ
ノ
コ
栽
培
会
世
話
人 

▽
出
張
お
赤
飯
を
広
め
る
会
会
頭 

▽
都
市
指
定
原
獅
子
舞
保
存
会
メ
ン
バ
ー 

▽
い
る
ま
キ
ノ
コ
愛
好
会
会
員 

▽
東
町
公
民
館
ア
ウ
ト
ド
ア
教
室
講
師 

▽
そ
の
他
掲
載
不
能 
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●
入
間
市
の
誕
生 

　
入
間
市
が
誕
生
し
た
の
は
、昭
和
四

十
一
年
十
一
月
一
日
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
以

前
は
、黒
須
、高
倉
、扇
町
屋
、善
蔵
新

田
の
各
村
が
合
併
し
て
豊
岡
町
と
な
り
、

さ
ら
に
金
子
、宮
寺
、藤
沢
の
各
村
と
一

緒
に
な
っ
て
、昭
和
三
十
一
年
九
月
三
十

日
武
蔵
野
町
が
誕
生
、そ
の
十
年
後
に

西
武
町
を
編
入
し
て
入
間
市
域
が
確

定
し
た
の
で
す
。
当
時
の
人
口
は
四
五
，

一
五
八
人
、三
十
八
年
後
の
現
在
は
一
四

九
，八
八
一
人（
九
月
一
日
現
在
）に
な
り

ま
し
た
。 

 

●
入
間
市
の
名
称 

　
古
来
よ
り
当
地
方
が
入
間
野
と
呼

ば
れ
て
い
る
事
と
「
入
」
は
豊
か
な

収
入
、「
間
」は
太
陽
を
囲
ん
で
平
和

な
生
活
を
営
む
事
を
表
し
て
い
ま
す
。 

 

●
入
間
市
の
マ
ー
ク 

　
入
間
の
「
入
」
は

若
鷹
の
形
に
し
、
円

は
市
の
円
満
融
和
と

団
結
を
、
中
央
の
白

い
部
分
は
、
市
の
躍
進
向
上
を
あ

ら
わ
し
て
い
ま
す
。 

●
入
間
市
の
花
…
茶
の
花 

●
入
間
市
の
鳥
…
ヒ
バ
リ 

●
入
間
市
の
木
…
け
や
き 

●
入
間
市
内
各
地
名
の
由
来 

○
新
久
…
新
田
開
発
に
ち
な
ん
で

付
け
ら
れ
た
。 

○
黒
須
…
砂
鉄
や
川
鵜
が
多
く
、

川
岸
が
黒
く
見
え
た
た
め
。 

○
善
蔵
新
田
…
村
の
名
主
で
あ
っ

た
粕
谷
善
蔵
が
中
心
と
な
っ
て

開
発
さ
れ
た
土
地
で
あ
る
た
め
。 

○
高
倉
…
「
高
倉
御
所
」
が
あ
っ

た
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
。 

○
中
神
…
三
輪
神
社
の
神
を
中
神

と
し
て
称
し
た
こ
と
か
ら
。 

○
野
田
…
武
蔵
武
士
の
野
田
氏
が

開
拓
し
た
た
め
。 

○
二
本
木
…
昔
こ
こ
に
二
本
の
榎

の
大
木
が
あ
り
、
二
本
榎
と
呼

ん
で
い
た
こ
と
か
ら
。 

○
仏
子
…
昔
、
こ
こ
に
仏
師
が
住

ん
で
い
て
、
そ
れ
が
も
と
に
な

っ
た
と
い
う
説
が
あ
る
。 

○
宮
寺
…
狭
山
丘
陵
の
平
坦
地
に

お
宮
が
あ
っ
た
為
、
宮
平
と
称

し
た
も
の
が
宮
寺
に
な
っ
た
。 

○
木
蓮
寺
…
鎌
倉
武
士
金
子
十
郎

家
忠
の
妻
の
名
が
木
蓮
院
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
と
い
わ
れ
る
。 

 

タ
イ
ト
ル
文
字
・
太
田
雪
影
さ
ん 

（
本
名
／
太
田
千
代
子
さ
ん
） 

絵
・
入
間
の
町
並
み 小

川
満
世
さ
ん 

　
郷
土
民
謡
狭
山
節
は
狭
山
の

丘
陵
に
茶
の
実
が
蒔
か
れ
、
茶

を
作
る
こ
と
が
始
め
ら
れ
た
頃

か
ら
唄
い
出
さ
れ
た
。
茶
摘
み

唄
は
、
別
名
「
茶
摘
み
娘
」
又

は
「
茶
作
り
歌
」
と
も
言
わ
れ

て
い
る
。
仕
事
の
合
間
や
夜
、

茶
摘
み
を
終
え
た
女
衆
た
ち
が
暗

い
小
道
を
連
れ
だ
っ
て
帰
る
時
な

ど
に
歌
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。 

 

●
茶
ど
こ
ろ
入
間
の
歌 

　
狭
山
茶
人
＝
繁
田
金
六
（
元

豊
岡
町
長
繁
田
武
平
の
弟
）
が

唄
っ
た
「
狭
山
茶
造
り
歌
」
は

昭
和
三
年
、
Ｓ
Ｐ
盤
と
し
て
レ

コ
ー
ド
化
さ
れ
た
。
現
在
も
高

倉
郷
土
芸
能
保
存
会
に
受
け
継

が
れ
、
歌
わ
れ
て
い
る
。 

●
郷
土
民
謡 

　
そ
の
他
、
郷
土
民
謡
「
茶
ッ

茶
小
唄
」
を
は
じ
め
、
昭
和
六

十
一
年
市
制
二
十
周
年
記
念
に

作
ら
れ
た
「
入
間
音
頭
」
。
そ
の

後
「
根
通
り
小
唄
」
、「
入
間
坂

道
音
頭
」
、「
入
間
の
里
」
、「
公

民
館
音
頭
」
な
ど
地
域
ご
と
に

盆
踊
り
を
中
心
と
し
た
歌
が
生

ま
れ
、
最
も
近
い
所
で
は
「
東

藤
沢
音
頭
」
が
誕
生
し
て
い
る
。 

 

　
●
そ
の
他
の
歌 

　
「
仕
事
歌
」
と
い
え
ば
、
こ

の
茶
摘
み
歌
の
他
に
、
工
女
が

口
ず
さ
ん
で
い
た
「
石
川
組
製

糸
工
場
の
歌
」
が
あ
る
。
同
じ

く
「
玉
の
み
こ
ゑ
」
は
大
正
元

年
に
つ
く
ら
れ
た
。「
糸
挽
娘
」

は
盆
踊
り
の
リ
ズ
ム
で
歌
わ
れ

て
い
る
。「
工
場
節
」
は
賛
美
歌

を
女
工
さ
ん
た
ち
が
大
き
な
声

で
楽
し
そ
う
に
心
か
ら
賛
美
し

て
歌
っ
て
い
た
。 

昭
和
初
期
に
誕
生
し
た
茶
摘
歌 

♪
そ
ろ
ふ
た
〜
よ
、
お
茶
摘
み
娘 

愛
宕
に
春
日
氷
川
宮
何
れ
も
鎮
守
の
社
に
て 

　
　
　
　
　
　
　
　
久
保
の
稲
荷
は
昔
よ
り
桜
と
共
に
名
も
高
し 

―
入
間
市
の
唄
つ
れ
づ
れ
― 

斯
く
も
目
出
度
き
こ
の
町
に 

　
　
　
生
ま
れ
あ
い
た
る
嬉
し
さ
よ 

「
豊
岡
町
町
歌
」
よ
り 

入
間
で
暮
ら
す
人
た
ち

の
「
ふ
る
さ
と
入
間
」

の
ア
ラ
カ
ル
ト
。
今
日

の
あ
な
た
の
足
跡
が
町

の
歴
史
を
刻
み
ま
す
。 

町屋通り・扇町屋 

霞川沿いの家並み 



　
生
き
て
い
る
う

ち
に
積
極
的
に
い

い
思
い
出
を
つ
く

り
ま
せ
ん
か
？
そ

れ
は
「
出
会
い
」
が
あ
っ
て
こ
そ

の
思
い
出
づ
く
り
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
「
好
奇
心
」
は
「
学
び
」

に
導
か
れ
、
出
会
い
に
繋
が
れ
、

大
き
な
人
生
の
輪
と
な
っ
て
行
く
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ま
せ
ん
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最
も
身
近
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あ
る
も
の
を
大
事
に
し
、
日
々

出
会
う
人
達
を
一
期
一
会
の
心
構

え
で
大
切
に
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
心
・
人
・
輪
の
三
位
一
体

を
求
め
て
、
今
日
も
入
間
の
町
を

歩
い
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
（
西
垣
）
 

いるま生涯学習ガイドブック 
市主催の講座、イベント、大学の公開講座等 

いるま学びの場 
公民館活動サークルや市内の民間教室等 

市職員がご希望の 
日時、 場所に各種 
講座をお届けします。 

市役所（市政情報コーナー）や公民館などで配布しています。問い合わせは生涯学習課まで 
※市の公式ホームページでも紹介しています。  アドレス www.city.iruma.saitama.jp

 － 問い合わせ・連絡先 － 

企画編集：「かがやく」編集委員会 

発　　行：入間市教育委員会生涯学習課 
　　　　　 

池田静子・新宅かよ子・高橋利久・土屋照子 
西垣寿夫・長谷川正子 

あなたの「学び」のお手伝い 
生涯学習情報を紹介しています！！ 

「茶の都出前講座」 

4

〒358-8511　 
入間市豊岡１-１６-１ 
TEL 04-2964-1111（内4123） 
FAX 04-2964-4841

古紙配合率100％ 
白色度70％ 再生紙を使用しています ●編集スタッフ 

  （五十音順） 

編
集
後
記 
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昨
年
の
フ
ィ
ナ
ー
レ 

手
作
り
の
掲
示
板 

●ユーホー　12966－5161 
　11/27（土）～29（月）手作りフェア 
　（布・キルト・陶芸・ビーズ・織り・染め） 
　午前11：00～午後5：00 
●ギャラリー こむ　12964－2229 
　10/６～17　アートフレンド呼夢秋季絵画展 
　10/20～31　小笠原千賀子人物画展 
　11/３～14　遠藤欣一絵画個展 
　11/17～28　新井澄子アレンジメントフラワー展 
　※作品展はいずれも水～日　午前11：00～午後5：00 
●古布・古道具 技利衣（ギリー）　12962－1170 
　10/22（金）～25（月）杉浦和子古布木綿作品展 
　午前11：00～午後5：00　最終日4：00まで 
　11/12（金）～14（日）含笑庵表装展　午前11：00～午後5：00 
　11/27（土）温もりの手作り展「技利衣の会」 
　午前10：00～午後5：00

　市民団体やサークルの活動PRポスターやチラシの掲示でご利用いただい
ている「生涯学習けいじばん」が二ケ所増設され、富士見公園・駅前プラザ・
新しきを知る公園・文化創造アトリエ交差点と計四ヶ所になりました。手
作りで楽しい掲示板をぜひご活用ください。  
○お申し込み・お問い合わせ 
　　入間市生涯学習をすすめる市民の会事務局 
　　入間市教育委員会生涯学習課　104－2964－1111（内線4123・4124） 

　フェスティバルもおかげさまで10周年。今年も、子育て、福祉、環境、
まちづくり、文化芸術、スポーツ等、様々な分野で活動している皆さん
が多彩な催しを企画してお待ちしています。新たな出会いや発見がある
かもしれませんよ。ぜひご家族でご来場ください。 
　　日時；11月28日（日）午前10:00～午後3:30 
　　場所；入間市産業文化センター・入間市立図書館・児童センター・
　　　　　 豊岡中学校、彩の森入間公園他 

≪見る・聞く・楽しむ・イベントガイド≫まちの生涯学習イベント情報 

☆ご利用ください！生涯学習けいじばん 

☆第10回いるま生涯学習フェスティバルのご案内 

●ギャラリー喫茶 くらだに　12965－4630 
　11/10（水）～14（土）伝統工芸江戸更紗展 
　午前11：00～午後5：00
●古美術 骨董 有妃　1090－7198－3468 
　平成17年2/15（火）～19（土） 
　布あそび展（古布作品）午前11：00～午後6：00

「
技
利
衣
の
会
」
よ
り 

★民間の生涯学習イベント情報を 
  「かがやく」まで、お知らせください。 


